
人が輝く いきいき すみだすみだ区議会だより　2018年（平成30年）1月8日 （6）

企
画
総
務
委
員
会

　
開
会
日
　
11
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　
　
12
月
6
日
（
水
）

　
　
　
　
　
12
月
11
日
（
月
）

　
案
　
件
　
議
案
6
件
、
陳
情
1
件
、

　
　
　
　
　
報
告
2
件

◆
主
な
審
査
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

可決

墨
田
区
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　
区
民
の
利
便
性
の
向
上
、
行
政
運
営
の
効

率
化
、
行
政
手
続
の
簡
素
化
等
を
図
る
た
め
、

区
長
が
行
う
事
務
に
お
い
て
個
人
番
号
を
利

用
す
る
事
務
を
追
加
し
、
庁
内
に
お
け
る
特

定
個
人
情
報
の
利
用
範
囲
を
拡
大
す
る
も
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
今
後
の
展
開
は

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
事
務
の
軽
減
と
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今

後
、
本
区
で
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
図
書
館
カ

ー
ド
の
機
能
を
持
た
せ
る
な
ど
、
そ

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
様
々
提
案
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
本
区
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
方
法
が
効
果
的
で
あ
る
の
か
慎
重
に
検
討

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

報告

大
学
誘
致
の
進
捗
状
況
等
に
つ

い
て

　
大
学
整
備
イ
メ
ー
ジ
（
案
）
の
策
定
状
況
、

学
校
法
人
電
子
学
園
と
の
包
括
的
連
携
協
定

の
締
結
、
千
葉
大
学
と
の
協
議
状
況
な
ど
、

大
学
誘
致
に
関
す
る
報
告

文
花
子
育
て
ひ
ろ
ば
移
転
後
の
跡
地
の
活

用
は

問

文
花
子
育
て
ひ
ろ
ば
が
移
転
し
た

後
、
こ
の
跡
地
に
も
更
に
大
学
を
つ

く
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
区
民
の
た
め
の
施

設
を
置
く
の
か
。

答

現
在
、
千
葉
大
学
と
協
議
中
で
あ

り
、
こ
の
発
展
の
可
能
性
も
残
す
必

要
が
あ
る
た
め
、
活
用
の
余
地
を
残
し
て
お

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

不採択

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の

調
印
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

関
す
る
陳
情

　
速
や
か
に
核
兵
器
禁
止
条
約
に
調
印
す
る

よ
う
、
国
に
対
し
、
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
も
の

現
実
的
な
外
交
姿
勢
を
と
る
べ
き

意見

核
の
な
い
世
界
は
私
た
ち
共
通
の
願

い
で
あ
り
、
本
区
も
平
和
福
祉
都
市

づ
く
り
宣
言
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
核
兵

器
へ
の
脅
威
に
対
す
る
防
衛
対
策
と
し
て
日

米
安
全
保
障
条
約
を
締
結
し
て
い
る
我
が
国

と
し
て
は
、
相
手
の
立
場
を
尊
重
し
つ
つ
、

将
来
的
に
非
核
化
を
推
進
す
る
と
い
う
現
実

的
な
外
交
姿
勢
を
と
る
べ
き
と
考
え
る
た
め
、

不
採
択
と
し
た
い
。

条
約
に
批
准
し
非
核
化
を
推
進
す
べ
き

意見

こ
の
条
約
は
、
国
民
や
被
爆
者
の
永

年
の
悲
願
が
実
っ
た
も
の
で
あ
る
。
政

府
は
条
例
に
批
准
し
、
核
兵
器
を
悪
と
し
、

違
法
と
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
も
っ
て
非
核
化
を
推

進
す
る
べ
き
と
考
え
る
た
め
、
採
択
す
べ
き
。

地
域
子
ど
も
文
教
委
員
会

　
開
会
日
　
11
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　
　
12
月
1
日
（
金
）

　
案
　
件
　
議
案
11
件
、
報
告
4
件
、

　
　
　
　
　
委
員
会
提
出
議
案
1
件

◆
主
な
審
査
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

可決

す
み
だ
健
康
ハ
ウ
ス
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

　
施
設
詳
細
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
施
設

に
係
る
コ
ス
ト
等
を
勘
案
し
検
討
し
た
結
果
、

保
養
施
設
の
役
割
を
終
え
た
と
判
断
し
、
す

み
だ
健
康
ハ
ウ
ス
を
廃
止
す
る
も
の

こ
の
施
設
の
今
後
は

問

こ
の
施
設
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
い
る

か
。
児
童
館
の
設
置
等
も
考
え
ら
れ
る
か
。

答

も
と
も
と
余
熱
利
用
施
設
と
し
て
都

の
補
助
金
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
か

ら
使
途
が
限
ら
れ
て
い
る
が
、
地
域
還
元
を

念
頭
に
置
い
て
活
用
方
法
を
検
討
し
た
い
。

可決

墨
田
区
児
童
館
条
例
（
一
部
改
正
）

　
京
成
押
上
線
高
架
下
に
東
向
島
児
童
館
分

館
を
設
置
す
る
も
の

夢
の
あ
る
名
称
を

問

以
前
、
こ
の
施
設
の
名
称
は
夢
の
あ

る
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
議
論

が
あ
っ
た
が
、
名
称
は
「
東
向
島
児
童
館
分

館
」
と
す
る
の
か
。

答

条
例
上
の
名
称
と
し
て
は
「
分
館
」

と
し
て
い
る
が
、
今
後
、
夢
の
あ
る

通
称
名
を
、
実
際
に
利
用
し
て
も
ら
う
子
ど

も
た
ち
か
ら
募
集
す
る
な
ど
し
て
決
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

常
任
委
員
会
の
活
動

常
任
委
員
会
の
活
動

産
業
都
市
委
員
会

　
開
会
日
　
12
月
5
日
（
火
）

　
　
　
　
　

　
案
　
件
　
議
案
3
件
、
報
告
6
件

◆
主
な
審
査
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

可決

墨
田
区
立
公
園
条
例
（
一
部
改
正
）

　
都
市
公
園
法
及
び
都
市
公
園
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
公
募
対
象
公
園
施
設
で

あ
る
建
築
物
を
設
け
る
場
合
の
建
蔽
率
の
特

例
及
び
公
園
に
お
け
る
上
限
の
運
動
施
設
率

を
区
の
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
当
該
特
例
及
び
運
動
施
設
率
を
定

め
る
も
の

更
な
る
に
ぎ
わ
い
創
出
を

問

こ
の
条
例
改
正
に
よ
っ
て
公
園
内
の

更
な
る
に
ぎ
わ
い
創
出
が
可
能
と
な

る
。
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

答

新
た
な
取
組
で
あ
る
た
め
、採
算
面
も

含
め
て
研
究
し
、対
応
し
て
い
き
た
い
。

報告

ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
広
場
に

つ
い
て

　
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
広
場
の
整
備
に
関

す
る
検
討
結
果
に
つ
い
て
の
報
告

地
元
住
民
へ
の
対
応
は

問

ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
公
園
が
整
備

さ
れ
る
の
は
賛
成
だ
が
、
ど
う
し
て

も
地
元
住
民
か
ら
の
苦
情
は
避
け
ら
れ
な
い

と
思
う
。
何
か
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答

場
所
に
よ
っ
て
は
時
間
の
制
限
な
ど

を
設
け
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、

丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
地
元
の
皆
様
の
協
力

を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

区
民
福
祉
委
員
会

　
開
会
日
　
12
月
4
日
（
月
）

　
　
　
　
　

　
案
　
件
　
議
案
4
件
、
陳
情
2
件
、

　
　
　
　
　
報
告
4
件

◆
主
な
審
査
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

採択

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の

軽
減
措
置
の
継
続
に
関
す
る
陳
情

外
１
件

　
小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る
都
市
計
画
税

の
軽
減
措
置
、
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す

る
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
減
免
措

置
、
商
業
地
等
に
お
け
る
固
定
資
産
税
及
び

都
市
計
画
税
の
減
額
措
置
を
、
平
成
30
年
度

以
後
も
継
続
す
る
よ
う
、
都
に
対
し
、
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
も
の

い
ま
だ
景
気
の
回
復
は
実
感
で
き
な
い

意見

中
小
企
業
を
多
く
抱
え
る
本
区
で

は
、
い
ま
だ
景
気
の
回
復
を
実
感
で

き
な
い
た
め
、
こ
の
軽
減
措
置
は
欠
か
せ
な

い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
採
択
と
し
た
い
。

報告
「
墨
田
区
子
ど
も
の
未
来
応
援
取

組
方
針
」（
案
）
に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て
、
近
年
の

国
や
都
の
動
向
に
対
し
区
と
し
て
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
に
対
応
す
る
た
め
の
取
組
方
針
（
案
）

に
関
す
る
報
告

ま
ず
は
支
援
制
度
の
周
知
徹
底
を

問

子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
対
し
て
は
全

庁
的
に
取
り
組
む
べ
き
。
特
に
、
様
々

な
公
的
支
援
制
度
の
周
知
を
徹
底
す
べ
き
。

答

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
そ
の

情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
制
度

の
一
覧
を
作
成
し
、
学
校
や
児
童
館
、
福
祉

施
設
等
を
通
し
て
周
知
に
努
め
て
い
く
。

【次の会議日程（予定）】

※この会議日程は予定ですので、変更が生じる場合があります。 ◎地域プラザで開催するものです。詳しくは4面にてご確認下さい。

会　議　名 開会時間 傍聴席

1月 22日（月曜日）災害対策特別委員会 午後1時
17階1月 30日（火曜日）

議会運営委員会 午前11時30分2月 5日（月曜日）
2月 6日（火曜日）本会議（第1回定例会初日） 午後1時 19階
2月 12日（月曜日）議会改革特別委員会 午後7時 ◎
2月 13日（火曜日）議会運営委員会 午前11時30分 17階
2月 14日（水曜日）

本会議 午後1時 19階2月 20日（火曜日）
2月 21日（水曜日）
2月 23日（金曜日）

予算特別委員会 午前10時 17階2月 26日（月曜日）
2月 28日（水曜日）
3月 1日（木曜日）

会　議　名 開会時間 傍聴席

3月 2日（金曜日）

予算特別委員会 午前10時

17階

3月 5日（月曜日）
3月 8日（木曜日）
3月 9日（金曜日）
3月 13日（火曜日）
3月 14日（水曜日）地域子ども文教委員会

午後1時
3月 15日（木曜日）区民福祉委員会
3月 22日（木曜日）産業都市委員会
3月 26日（月曜日）企画総務委員会
3月 28日（水曜日）議会運営委員会 午前11時30分
3月 29日（木曜日）本会議（第1回定例会最終日） 午後1時 19階
4月 13日（金曜日）議会改革特別委員会 午後7時 ◎

    区議会を傍聴しよう！

【お問合せ】区議会事務局 ☎5608－6352

　本会議や委員会は公開されており、

どなたでも傍聴することができます。

　本会議の傍聴は、区役所19階本会議

傍聴受付へ、各委員会は17階委員会室

へお越しください。
傍聴について 会議日程
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「政務活動費横領事件に係る再発防止策」（直ちに着手すべきもの）
を取りまとめました

　墨田区議会では、平成 29年 7月に発覚した本区区議会議員による政務活動費横領事
件を受けて、会派内における資金管理体制が不十分であったことから、「政務活動費の運
用指針」に新たな項目として「政務活動費の適正な管理」を新設し、議会全体で厳格に
運用していくこととしました。なお、再発防止策のうち、「一定の議論を深めて着手すべき
もの」については、現在、議会改革特別委員会において協議を行っています。

政務活動費の適正な管理

　各会派においては、交付された政務活動費について、その原資が区民の税金であるこ
とを鑑み、以下のとおり適正に管理する。
1 　経理責任者にそれ以外の議員を加えた 2人以上で管理しなければならない。ただし、
一人会派は、この限りでない。
2　収入及び支出は、同一の専用口座で管理しなければならない。
3　定期的に支払状況や残金の確認を行わなければならない。
4 　所属議員への支払いに当たっては、事前に領収書等を確認した上で支出する「後払
い制」を原則とする。なお、やむを得ない理由により仮払いをする場合には、領収書
等を速やかに経理責任者に提出しなければならない。
5 　具体的な管理方法については、会派において基準を作成し、それに基づき運用しな
ければならない。

　改正後の「政務活動費の運用指針」は、平成 29年 12月 1日から運用しています。ただし、
4については、平成 30年度から運用します。

※「政務活動費の運用指針」は、区議会ホームページでご覧いただけます。

決
算
特
別
委
員
会
の
よ
う
す

各
会
派
等
　
決
算
に
対
す
る
主
な
意
見

認
定

自
由
民
主
党

■
特
別
区
交
付
金
等
が
引
き
続
き
減
少

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
将
来
的
な
見
通
し
に
つ
い
て
予
測

を
行
い
、
油
断
せ
ず
堅
固
な
財
政
基
盤

の
確
保
に
努
め
る
よ
う
求
め
る
。

■
「
地
域
力
日
本
一
」
に
つ
い
て
、
そ

の
定
義
を
条
例
化
す
る
な
ど
、
区
民
に

分
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
を
求
め
る
。

■
す
み
だ
北
斎
美
術
館
の
来
館
者
数
は

順
調
に
推
移
し
て
い
る
が
、
今
後
も
来

館
者
を
確
保
で
き
る
よ
う
努
力
を
求
め

る
。
ま
た
、
引
き
続
き
更
な
る
寄
付
金

の
確
保
に
力
を
注
ぐ
こ
と
を
望
む
。

■
平
成
28

年
度
予
算
に
お
い
て
就
学
応

援
事
業
を
修
正
議
決
し
た
際
、
年
度
内

に
代
替
案
を
提
示
す
る
よ
う
求
め
た
が
、

つ
い
に
検
討
状
況
す
ら
示
さ
れ
ず
、
事

業
化
が
平
成
30

年
度
以
降
に
な
る
こ
と

は
、
予
算
執
行
上
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

認
定

公
　
明
　
党

■
財
政
力
指
数
や
経
常
収
支
比
率
ほ
か
、

財
政
状
況
を
示
す
数
値
が
好
転
し
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
次
年
度
の
予
算
編

成
や
組
織
、
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

建
設
的
な
意
見
交
換
が
で
き
た
こ
と
か

ら
、
各
会
計
決
算
は
認
定
と
す
る
。

■
本
委
員
会
で
我
が
会
派
が
指
摘
し
た

様
々
な
事
項
を
斟
酌
し
、
次
年
度
の
予

算
編
成
及
び
今
後
の
区
政
運
営
に
当
た

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

■
議
会
で
修
正
議
決
し
、
基
金
に
積
み

立
て
た
就
学
応
援
事
業
分
の
予
算
執
行

に
つ
い
て
、
代
替
案
が
提
案
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

■
議
会
に
対
す
る
報
告
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
決
定
し
た
も
の
は
直
近
の
区
議

会
で
直
ち
に
報
告
し
、
大
き
な
財
政
支

出
等
を
伴
う
よ
う
な
重
要
な
課
題
に
つ

い
て
は
検
討
中
の
内
容
も
議
会
に
対
し

て「
見
え
る
化
」を
図
る
こ
と
を
求
め
る
。

認
定

民
　
進
　
党

■
暮
ら
し
続
け
た
い
ま
ち
の
実
現
の
た

め
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
ま
で
の
ト

ー
タ
ル
ケ
ア
体
制
の
充
実
と
、
地
域
で

の
子
育
て
支
援
拠
点
の
拡
充
を
求
め
る
。

ま
た
、
区
民
の
安
全
・
安
心
を
推
進
す

る
た
め
、
防
災
遠
足
等
、
実
効
性
の
あ

る
防
災
訓
練
の
実
施
を
求
め
る
。

■
働
き
続
け
た
い
ま
ち
の
実
現
の
た
め
、

若
者
の
就
職
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
加
え
、

産
後
女
性
の
社
会
復
帰
・
再
就
職
支
援

事
業
の
導
入
を
希
望
す
る
。

■
訪
れ
た
い
ま
ち
の
推
進
の
た
め
、

W
i

－
F
i
環
境
の
整
備
と
、
台
東
区

と
連
携
し
た
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
導
入

な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
整
備

を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

■
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
、
中
学

生
海
外
派
遣
事
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国

際
理
解
教
育
の
更
な
る
推
進
を
求
め
る
。

不
認
定

日
本
共
産
党

■
最
大
の
問
題
は
、
区
民
の
負
担
軽
減

を
図
り
、
暮
ら
し
を
守
る
姿
勢
が
弱
い

こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
国
民
健
康
保
険

料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
更
に

値
上
げ
し
た
こ
と
は
重
大
で
あ
る
。

■
国
民
健
康
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
は
、
高
齢
者

を
は
じ
め
区
民
の
暮
ら
し
に
重
い
負
担

と
な
っ
て
い
る
。
絶
対
に
値
上
げ
を
せ

ず
、
引
き
下
げ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

■
住
宅
困
窮
者
に
対
す
る
ソ
フ
ト
面
で

の
支
援
策
は
ほ
と
ん
ど
実
績
が
上
が
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
障
害
者
や
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
へ
の
住
宅
提
供
や
区
独

自
の
家
賃
助
成
な
ど
に
踏
み
出
す
こ
と

を
強
く
求
め
る
。

■
区
民
の
要
求
に
積
極
的
に
応
え
る
と

と
も
に
、
区
民
の
暮
ら
し
の
実
態
を
直

視
し
、
暮
ら
し
を
守
る
区
政
へ
の
転
換

を
図
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

認
定

す
み
だ
の
絆

■
各
会
計
決
算
と
も
黒
字
で
あ
る
が
、

社
会
保
障
費
の
増
大
等
に
よ
る
歳
出
増

や
、
法
人
住
民
税
の
一
部
国
税
化
な
ど

歳
入
面
に
不
透
明
な
部
分
が
多
く
、
決

し
て
楽
観
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。
今

後
も
不
断
の
財
政
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

■
効
果
的
、
効
率
的
な
庁
内
体
制
確
立

の
た
め
、
今
年
度
実
施
し
た
組
織
改
正

の
効
果
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
組
織

を
移
管
し
た
こ
と
に
よ
る
相
乗
効
果
を

出
す
よ
う
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。

■
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
施
策
に
つ
い

て
、
保
育
園
、
児
童
館
、
保
育
マ
マ
と

い
っ
た
現
場
の
視
点
で
の
課
題
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
る
よ
う
求
め
る
。

■
決
算
審
査
と
い
う
観
点
で
は
、
執
行

に
瑕
疵
は
な
い
も
の
の
、
結
果
と
し
て

課
題
の
残
る
事
業
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
深
く
受
け
止
め
て
、
次
年
度

の
予
算
編
成
に
当
た
る
こ
と
を
望
む
。

認
定

新
し
い
す
み
だ

■
行
財
政
改
革
を
徹
底
的
に
実
施
し
、

少
し
で
も
経
常
収
支
比
率
を
下
げ
て
、

新
規
事
業
の
た
め
の
予
算
を
確
保
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

■
学
校
間
の
学
力
格
差
を
な
く
す
よ
う
、

き
め
の
細
か
い
対
策
を
要
望
す
る
。

■
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
等
の
保

険
料
は
、
区
民
に
と
っ
て
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
。
無
駄
の
な
い
事
業
の

実
施
と
効
率
化
を
強
く
要
望
す
る
。

決 算 特 別 委 員 会 の も よ う

平成28年度　墨田区各会計歳入歳出決算額
一般会計 介護保険特別会計
歳入  1,153億 6,363万 8,339円 歳入  190億 9,472万 5,927円
歳出  1,124億 59万 9,429円 歳出  186億 8,368万 2,464円
差引  29億 6,303万 8,910円 差引  4億 1,104万 3,463円

国民健康保険特別会計 後期高齢者医療特別会計
歳入  335億 9,449万 8,825円 歳入  54億 6,244万 1,065円
歳出  324億 7,081万 9,596円 歳出  52億 5,201万 5,544円
差引  11億 2,367万 9,229円 差引  2億 1,042万 5,521円

　
平
成
28

年
度
墨
田
区
一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
墨
田
区
議
会
と
し
て
、
第
3

子
以

降
の
小
学
校
入
学
祝
商
品
券
の
交
付
を
行
う
就
学
応
援
事
業
1

、
2

0

0

万
円
の
修
正
議
決

を
行
っ
た
。 

　
こ
れ
は
、
同
年
度
予
算
の
執
行
に
当
た
り
、
改
め
て
区
長
に
対
し
、
子
育
て
支
援
と
い
う

目
的
に
合
致
し
た
補
正
予
算
案
を
提
出
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、

一
時
的
に
同
額
を
財
政
調
整
基
金
積
立
金
へ
積
み
立
て
た
も
の
で
あ
る
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
同
年
度
中
に
こ
の
提
案
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
議

会
に
よ
る
議
決
に
反
す
る
行
動
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
執
行
機
関
に
お
い
て
そ
の
理

由
を
区
議
会
へ
明
確
に
表
明
す
る
な
ど
丁
寧
な
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
、
執
行
機
関
に
あ
っ
て
は
議
会
か
ら
の
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

適
切
、
適
確
な
対
応
を
執
る
よ
う
厳
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
28
年
度
墨
田
区
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
対
す
る
付
帯
決
議

付
帯
決
議
と
は
…

　
議
会
又
は
委
員
会
に
お
け
る
案
件
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
決
定
す
る
際
に
付
け
る
意
見
や
要
望
の

こ
と
。
付
帯
決
議
に
法
的
な
拘
束
力
は
な
い
が
、
区
長
な
ど
は
そ
の
内
容
を
尊
重
す
る
政
治
的
、

道
義
的
責
務
を
負
う
。



人が輝く いきいき すみだすみだ区議会だより　2018年（平成30年）1月8日 （8）

　　　　平成29年第4回定例会　議決議案等と各会派等の賛否の状況 ○賛成　　×反対

件　　名
会派名等　（　）内は会派所属議員数

議決
結果

自民党 公明党 共産党 きずな 民進党 墨田オ 新すみ 民進墨

(12) (７) (５) (２) (２) (１) (１) (１)

区
　
　
長
　
　
提
　
　
出
　
　
議
　
　
案

報
　
　
　
告

平成28年度墨田区一般会計歳入歳出決算 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 認定

（平成28年度墨田区一般会計歳入歳出決算に対する付帯決議） ○ ○ × × ○ × ○ × 可決

平成28年度墨田区国民健康保険特別会計歳入歳出決算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 認定

平成28年度墨田区介護保険特別会計歳入歳出決算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 認定

平成28年度墨田区後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 認定

予
　
　
　
算

平成29年度墨田区一般会計補正予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成29年度墨田区国民健康保険特別会計補正予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成29年度墨田区介護保険特別会計補正予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成29年度墨田区後期高齢者医療特別会計補正予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条
　
　
　
例

墨田区行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

すみだ健康ハウス条例を廃止する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区児童館条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区特定法定外公共物等管理条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区有通路条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区立公園条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区長等の給料等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

そ
　
　
の
　
　
他

墨田区地区会館の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

地域集会所の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

墨田区押上保育園の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区あおやぎ保育園の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区きんし保育園の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

墨田区長浦保育園の指定管理者の指定について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

両国子育てひろばの指定管理者の指定について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

文花子育てひろばの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

いきいきプラザの指定管理者の指定について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議
員
提
出
議
案

意
見
書

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

適切な介護報酬改定に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

公立小・中学校屋内運動場におけるエアコン整備促進に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

国民健康保険料の負担軽減に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

「東京都受動喫煙防止条例（仮称）」の制定に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
請
願
・
陳
情

陳
　
情

介護報酬のプラス改定を求める意見書の提出に関する陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続に関する陳情　外1件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

日本政府に核兵器禁止条約の調印を求める意見書の提出に関する陳情 × × ○ ○ × × × × 不採択

会派等の所属議員

略　称 会 派 名 等 所属議員名（五十音順）

自民党 墨田区議会
自由民主党

沖山　仁、加藤　拓、木内　清、坂井ユカコ、
坂下　修、佐藤　篤、しもむら緑、瀧澤良仁、
田中邦友、中沢えみり、樋口敏郎、福田はるみ

公明党 墨田区議会
公明党

おおこし勝広、加納　進、じんの博義、高橋正利、
千野美智子、とも宣子、はねだ福代

共産党 日本共産党
墨田区議会議員団

あさの清美、高柳東彦、としま剛、はらつとむ、
村本ひろや

きずな 地域連合「すみだの絆」 田中　哲、西村孝幸

民進党 墨田区議会民進党 あべきみこ、堀よしあき

墨田オ 墨田オンブズマン 大瀬康介

新すみ 新しいすみだ 井上ノエミ

民進墨 墨田区議会民進党墨田の会 渋田ちしゅう

　
日
頃
か
ら
区
議
会
自
由
民
主
党
に
ご
支
援

を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
新
成
人
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
30

年
度
は
、
区
議
会
第
18

期

の
任
期
の
最
終
年
で
あ
り
、
議
会
改
革
を
は

じ
め
4

年
間
の
成
果
が
問
わ
れ
る
総
決
算
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
区
内
人
口
は
27

万
人
を
目
前
に
し
て
お
り
、

選
ば
れ
る
街
「
す
み
だ
」
へ
と
変
貌
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
私
達
自
民
党
は
、
区
政
が
抱
え

る
様
々
な
課
題
の
解
決
・
改
善
に
向
け
、
会

派
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
区
民
生
活
の

向
上
に
全
力
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
区
議
会
公
明
党
に
ご
支
援
を
賜

り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
墨
田
区
議
会
に
お
い
て
は
、
昨
夏
の
政
務

活
動
費
に
係
る
不
祥
事
を
受
け
、
区
民
の
皆

様
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
、
再
発
防
止
策

の
検
討
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
開

か
れ
た
議
会
及
び
課
題
解
決
型
、
政
策
提
案

型
の
議
会
の
構
築
を
め
ざ
し
、
改
革
を
進
め

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
保
育
園
や
学
童
ク
ラ

ブ
の
待
機
児
の
問
題
、
防
災
対
策
、オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
し
た
、
文

化
・
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
観
光
対
策

な
ど
喫
緊
の
課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
解
決
の
た
め
、
会
派
7

名

の
議
員
が
現
場
第
一
主
義
で
皆
さ
ま
の
声
を

伺
い
全
力
で
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
し
い
年
を

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
4

月
に
、国
民
健
康
保
険
料
、後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
が
い
っ

せ
い
に
改
定
さ
れ
ま
す
。「
高
す
ぎ
て
払
い

き
れ
な
い
」
と
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る

保
険
料
は
、
絶
対
に
値
上
げ
す
る
こ
と
な
く
、

引
き
下
げ
る
べ
き
で
す
。

　
ま
た
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
も
と
で
格
差
と

貧
困
が
広
が
り
、
区
民
生
活
は
い
っ
そ
う
深

刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
も
身
近
な
区
政
が

悪
政
の
防
波
堤
と
な
り
、
く
ら
し
を
守
る
役

割
を
果
た
す
よ
う
、
区
政
の
転
換
を
求
め
て

頑
張
る
決
意
で
す
。

　
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
区
議
会
民
進
党
の
活
動
に
ご
支

援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
、
開
館
し
た
「
す
み
だ
北
斎
美
術

館
」
は
当
初
の
予
想
を
遥
か
に
上
回
る
来
館

者
数
を
記
録
し
て
お
り
、
国
内
の
み
な
ら
ず

海
外
か
ら
も
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
の
一
月
に
は
刀
剣
博
物
館
の
開

館
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
方
々
が
訪

れ
た
い
と
思
っ
て
頂
け
る
「
国
際
観
光
都
市

す
み
だ
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
は
常
に
区
民
目
線
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
高
齢
者
支
援
、
子
育
て
支
援
、

防
災
対
策
、
地
域
力
支
援
等
、
区
内
に
山
積

す
る
諸
課
題
に
対
し
、
区
民
の
皆
様
一
人
ひ

と
り
に
光
が
当
た
る
よ
う
な
政
治
を
目
指
し

引
き
続
き
全
力
で
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
区
民
の
皆
様
に
は
、
新
年
を
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
地
域

連
合
「
す
み
だ
の
絆
」
に
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
近
年
、
墨
田
区
で
は
人
口
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
同
時
に
行
政

ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
限
り

あ
る
財
源
の
中
、
今
ま
で
以
上
に
効
果
的
、

効
率
的
な
区
政
運
営
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
子
育
て
支
援
を
は
じ
め
と
す
る

福
祉
施
策
、
防
災
対
策
、
地
域
力
の
醸
成
、

教
育
施
策
、
産
業
施
策
等
様
々
な
分
野
で
、

私
達
、
地
域
連
合
「
す
み
だ
の
絆
」
は
、
名

前
の
通
り
、
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域

に
根
差
し
、
課
題
の
解
決
に
対
し
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
す
。
本
年
も
一
層
の
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

田
中
　
邦
友

加
納
　
　
進

高
柳
　
東
彦

堀
　
よ
し
あ
き

西
村
　
孝
幸

自
由
民
主
党

　
幹
事
長

公
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党

　
幹
事
長

日
本
共
産
党

　
幹
事
長

民
進
党

　
幹
事
長

す
み
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絆

　
幹
事
長

墨
田
区
議
会
各
会
派
　
今
年
の
抱
負


